
先日、きんきん接骨院と提携しています硬式野

球チーム『都幾川倶楽部硬式野球団』に行ってま

いりました。チーム専属トレーナーとしてチームス

タッフに登録してもらっており、今後様々な活動を

していきたいと思っております。 

実際にスポーツトレーナーは、何をしているのか

を知ってもらう機会になればと思い紹介していき

ます。 

野球というチームスポーツでは監督が采配・選手

管理などをします。そしてマネージャーが日程調

整・広報などを行い。選手が練習メニュー・個人の

スキルＵＰなどをし、大会への参加をします。様々

な役割を全員が担っています。これは、学校でも

会社でも同じことが言えますよね。トレーナーはど

この役割をするのかというと、監督が采配を振る

いやすいようにサポートする・選手のスキルＵＰの

手伝いをする。といったところでしょうか。 

例えば、ピッチャーが肩を壊して外野に転向する

と、監督の采配が振るいにくくなります。選手の取

り組むトレーニングが間違ったものであればケガ

の可能性も高まりますし、良いトレーニングメニュ

ーを提供できれば個人のスキルチームのスキルを

上がり、監督の采配の幅も増える。勝てばみんな

嬉しいはずです。特に自分自身としては治療室と

グランドを結ぶ懸け橋

になれれば１番良いと

考えています。 

実際のどのような活

動をしているのかを

説明していきましょ

う。 

都幾川倶楽部では、

練習前の個人のウォーミングアップの時間が設け

られています。その時間に１人１人、個別に今現在の

症状を聞き関節の可動域・徒手検査を行い、選手

個人に足りていないストレッチ方法やトレーニング

方法を提供します。一生懸命練習やトレーニング

をしていても個人個人で足りない柔軟性や筋力

は様々です。全体練習で補えない部分をサポート

していきます。 

練習も一緒に参加させてもらいました。私自身、

大学時代以来１３年ぶりに硬式ボールでのバッティ

ング練習・守備練習・走塁練習をしてきました。 

バッティング練習の際には、肩が痛いと言ってい

た選手が投げてくれました。アップの際に一緒にス

トレッチなどをした方です。ほんの少しのきっかけ

で痛みなく投球ができたと言ってくれました。 

トレーナーをしていて感じることは、自分自身が

全く動けないと説得力に欠けるという点ですね。 

知識や経験は増えていきますが、体力は減って

いきます。 

トレーニングやケガの予防のためにした方が良

いことは沢山あります。その中でできる限り効率

の良い、質の良い練習ができるようにこれからも

やっていきたと思います。 
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お蔭様で       は１周年を迎えることが出来ました 

これからも地域の皆様に元気と健康を発信していけるように取り組んでいきます。 



 

  

     
  

       

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

     
やきにくてんごく 

☎042-377-4691 
住所：稲城市東長沼４５２ 

JR 南武線 稲城長沼駅 

        徒歩２分 

忘年会・新年会などの 

ご予約も承ります 

 

 

 
少年野球 

主に一小、三小、南山小の児童

が活動しています。 

低学年は一小、高学年は多摩川

河川敷(矢野口)にて主に練習し

ています。コメッツ HP にてお問

合せ下さい。 
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稲城の少年野球から始まり、大

学まで硬式野球を真剣に取り組

んでました。自分自身のケガの

経験、チームメイトのケガを見分

するうちに、周囲の方々のケガ

を防ぎたいという思いから柔道

整復師を志しました。免許取得

後 7 年間、接骨院に勤務し実績

を積みました。 

2012 年にスポーツトレーナー

NSCA の資格を取得。クラブ活

動のトレーナー、接骨院の業務

を行って参ります。 

院長 堀口元気 プロフィール 

    稲城 JVC 
       ＆ 

 

小学生１年生~５年生 男女 

一緒にバレーボールしませんか？ 

毎週(木)17:00~19:00  四小 

毎週(土)12:00~17:00  四小  

毎週(日)13:00~17:00  三小 

連絡先 

hi-clovers-ro@docomo.ne.jp 


